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                論  文  の  要  旨 
中山間地域では、野菜・花きによる集約的施設園芸が地域活性化の要となる部門とし
て期待されており、中山間地域の傾斜畑における野菜・花き生産において広く利用され
ている簡易雨よけ施設から傾斜ハウスへの転換による生産力すなわち農家所得を向上
させるための技術開発が求められている。本論文は、雨よけ機能を維持しながら十分な
換気能力を有し、小区画で不定形な傾斜畑に設置できる野菜・花き生産用傾斜ハウスを
新規開発するとともに、  同ハウスの温度分布特性の解析により高温期と低温期におけ
る適用性を明らかにし、中山間地域の傾斜畑における新たな野菜・花き生産システムの
構築について検討した結果を取りまとめたものである。  
  はじめに傾斜ハウスの利用可能性を検討するために、平坦地で最も多く利用されて
いるアーチ型パイプハウスを傾斜畑へ設置して温度分布を解析し、傾斜ハウスが平坦
地ハウスと比べて換気能力に優れること、暖房機と温風ダクトを斜面下方の妻面側に
設置することで傾斜方向の温度差を小さくできること、斜面下方へ向かって送風する
ように循環扇を設置することで循環扇より斜面上方の温度を 0。 5～ 1。 0℃程度低下さ
せることが可能なこと等を実験的に明らかにし、傾斜ハウスを用いた野菜・花き生産
の可能性を明らかにした。一方、傾斜ハウスには、小区画で不定形な傾斜畑に対応で
きること、高温期には十分に換気できるとともに低コストで耐風強度のあること等が
必要条件として求められ、構造上の問題等により従来のアーチ型パイプハウスでは傾
斜畑に十分対応できない事を示した。  
以上の結果をふまえ、抽出した要件に基づき野菜・花き生産用傾斜ハウスを新たに開
発した。開発した野菜・花き生産用傾斜ハウスは、建設足場用の汎用パイプを主骨材と
する平張型傾斜ハウスであり、不定形な傾斜畑の形状に応じて設置でき、耐風速は 40m･
s-1以上の強度を確保できる等の構造的特徴を有するとともに、鉄骨補強パイプハウス
に対して資材費は 0。5万円安価な 0。8万円（ 3。3㎡当たり）と低コストであり、簡易雨
よけ施設から本ハウスに転換すると栽培可能面積が約 30%増える等の導入メリットを有
する事等を明らかにした。  
次に、開発した平張型傾斜ハウスは、アーチ型傾斜ハウスに比べ窓比率が約 38%大き
く、簡易雨よけ施設、アーチ型傾斜ハウスおよび平張型傾斜ハウスにおける夏秋栽培に
よるトマトの収量は、それぞれ 8。 2、 8。 9および 9。 7t･10a-1であり、平張型傾斜ハウ
スが換気能力に優れるとともに、高温期における生産に適用できる事を明らかにした。 
また、平張型傾斜ハウスの低温期における利用技術を検討し、平張型傾斜ハウスにお
いて加温する場合にも温風ダクトと循環扇を適切に配置することによってハウス内の
温度を制御できること等を示した。  
さらに、平坦地で普及している一般的な養液土耕システムをベースに傾斜ハウス内に
おいても均一に潅水・施肥を行うシステムを改良・開発した。本研究で開発した平張型
傾斜ハウスの導入により、トマトの夏秋栽培の後作としてスイートピーを組み合わせて
構築した新たな作付体系によって年間の販売額が約 30％増加する等、生産者にとっての
経営的メリットがある事等も明らかにした。  
 
              審   査   の   要   旨  
本研究は、傾斜ハウスの環境面および構造等における問題点を検討しその利用可能性
を明らかにした上で、抽出した構造等の要件に基づく野菜・花き生産用傾斜ハウスを新
たに開発するとともに傾斜ハウスの導入による新たな野菜・花き生産システムを構築し
たものである。まず、傾斜ハウスと平坦地ハウスにおける温度分布特性の比較・解析に
より、傾斜ハウスの利用可能性を環境面から検討し、傾斜ハウスの温度制御が可能であ
り野菜・花き生産が可能であることを明らかにした。一方、傾斜畑において抽出した傾
斜ハウスの構造要件等に対して平坦地で一般的に用いられているアーチ型パイプハウ
スが対応できないこと等を明らかにするとともに実用上の問題点や構造要件を示し、そ
の要件を満たす野菜・花き生産用平張型傾斜ハウスを新たに開発した。さらに同ハウス
が高温期の栽培に適用できること、加温する場合においても温風ダクトと循環扇を適切
に配置することによってハウス内の温度を制御できること等を明らかにするとともに、
傾斜畑において均一に潅水・施肥が可能な養液土耕システムを改良・開発し、傾斜ハウ
ス内の環境制御を可能にした。また野菜・花き生産用平張型傾斜ハウスの開発により新
たな作付体系の導入が可能となり新たな野菜・花き生産システムを構築した。  
一方、今後の研究課題としては、平張型傾斜ハウスを利用した栽培における適品目の
選定、加温時において多様な設置条件に対応するための温風ダクトや循環扇の配置を簡
便に行えるシミュレーションの構築等の研究が求められる。本論文は、中山間地域の傾
斜畑における野菜・花き生産技術の開発研究の成果を取りまとめたものであり、平張型
傾斜ハウスを核として構築した傾斜畑における新たな野菜・花き生産システムは新規性
があり、中山間地域の活性化ならびに維持・発展に寄与する貴重な研究成果であると判
断された。  
平成 26年 1月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の
審査を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。  
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認
める。  
